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第 25 回目の心のシンポジウムは『いのちをつなぐ

 

●13：00 開場 

13：30～14：30 講演『最も辛

講師：岩崎順子

14：40～15：50 パネルディスカッション

岩崎朝蔵（

聴き手：藤浪明覚

 

 

 

 

 

 

     朝蔵

 

資料・会場費： 1000 円  

●16：30～18：00 懇親会（軽食

参加費：3000 円（先着順） 

 

■主催：心のシンポジウム実行委員会

和歌山市冬野 1045 和歌山内観研修所内

■後援予定：和歌山県、和歌山市
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岩崎順子さん 

パネルディスカッション～岩崎順子さんと 3 人の子ども達

（あさぞう）さん、岩崎漁次（りょうじ）さん、岩崎

藤浪明覚（本シンポジウム事務局） 

朝蔵さん           漁次さん          

軽食とソフトドリンク） 

 

実行委員会、和歌山内観研修所  

和歌山内観研修所内 担当 藤浪明覚 073-479-1871 

和歌山市、和歌山市教育員会  
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■■■■岩崎順子岩崎順子岩崎順子岩崎順子さんさんさんさん    プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール    ■■■■    

いのちの講演家 和歌山県海南市在住  

  

2001 年まで親子のコミュニケーションスペースを作るため「こどもふくのティンクル」を経営。 

いのち、人権、心、子ども、親子、高齢者、生と死、グリーフケア、認知症、災害を通しての絆、ご縁について 

全国で 8００回以上講演。奈良東大寺、永平寺などで僧侶に対する講演も行っておられます。 

また、今年６月にはＪＲ西日本あんしん社会財団が主催する連続講座「『いのち』を考える」で講演。 

元オリンピックランナーの松野明美さんや作家の家田荘子さんらとともに 

『いのち』をテーマにした連続講座を担当されました。 

 

・著書：夫との体験を綴った『ガンが病気じゃなくなったとき』（青海社） 

・連載：『み・ち ｍｉ・ｃｈｉ』（オフィス・コカワ） 

・ブログ 「大きないのちのめぐりの中で」http://poku0216.blog.fc2.com/ 

 

■■■■心心心心のシンポジウムとはのシンポジウムとはのシンポジウムとはのシンポジウムとは■■■■ 

日本で生まれた思考整理のツール「内観法」の研修施設和歌山内観研修所が主催。 

いのちや心、生き方について考える場として年に一度開催。今年で 25 回目となります。 

アメリカの心理学者ディビッドレイノルズ氏や現サムライジャパン監督小久保裕紀氏、作家の神渡良平氏、イギリスロイ

ヤルフィルハーモニー主席チェリストのノーマンジョーンズ氏など多数の講師を招いてご好評をいただいてきました。 

 

■■■■内観法内観法内観法内観法とはとはとはとは■■■■ 

日本で生まれた思考整理のツール。企業家（現シンコー）の吉本伊信が企業の貸借対照表にヒントを得て考案。お父さ

んやお母さんなど身の回りの人に対して、幼稚園・小学校低学年・高学年と年代を区切って、「してもらったこと」「して

かえしたこと」「迷惑かけたこと」の 3 点を集中的に思い出す思考と感性のトレーニング。一週間集中的に課題に取り組

んだ気付きから、客観的な視点で自分の過去を捉えなおしたり、こだわっていた出来事から解放されたり、より前向き

な視点で今後の生活について考えるようになる。 

昭和30 年代～40年代にかけて、少年院や刑務所で受刑者が内観を行い人生を変えていったことから注目され、教育

界や実業界でも人材育成に使われるようになった。医療面ではアルコール依存症の断酒率の向上に寄与するとして、

内観療法に取り組んでいる医療機関もあるが、広く理解・認知されているとは言い難い。学術研究の場として日本内観

学会（設立１９７８年）、日本内観医学会（設立１９９８年）がある。和歌山内観研修所は内観創始者吉本伊信の指導を受

け 1984 年ごろより活動しています。尚、本年 10 月 18 日（土）に内観医学会和歌山大会が和歌山ビッグ愛にて開催。 
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